






















pulche rrimus)の卵を約1時間、表面活性剤 NonidetP -40を含む Mes同 glycerol (MEG) ノt
ツブァー*で処理をする。この処理によってウニの卵内の微小管は、固定無しで数時間にわた
って安定になるので、生きている細胞の本来の微小管や処理後固定した微小管とを区別して、
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10mM glycoletherdiaminetetraacetic acid(EGT A) 
2.5mM phenylmethyl-sulfonyl fluoride(PMSF) 
10mM MES司lくOHpH6.8
25% glycerol 







ついて比較したもので、 (a)はAuター ゲット、 lOkVで、撮ったX線像、 (b)は3kVで導伝膜の
コートなしで得られた走査電顕像、(c)は倍率を高くした像である。これらの像を比較すると
い)からこの試料の表面がかなり荒い構造を持っていてそれがX線像にも出ていることが判る。
図2 ノマルスキー型微分干渉顕微鏡による生のウニの像 (a) と臨界点乾燥法による試料のX
線像 (b)の比較



















































せ、投影X線顕微鏡で観察した結果、 mitoticpole， astral microtubule， chromosomeなどの分
裂装置を観察することができた。
2.ステレオ法によってこれらの分裂装置の配列を在体的に観察で、きた。
3.待られたX線像に両像処理を行い、分解能とコントラストを改善する事ができた。
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